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【成績】1)AIP 患者において、組織中に 10HPFs 以上の視野確保が可能であったのは膵臓
31.6%（6/19）、胆管 75%(18/24)であった。一方、胃、十二指腸、Vater 乳頭の消化管では
100%であった。膵臓、胆管からの生検で十分量の組織採取を行うことは難しいと考えられた。
2)IgG4 陽性形質細胞数/1HPF は Vater 乳頭で平均 8.8 個と 8 臓器中最多であり、コントロー
ル群より有意に多数であった（p=0.012）。3)IgG4/IgG ratio/1HPF は Vater 乳頭で平均 35%
と 8 臓器中最も高率であったが、コントロール群とは有意差を認めなかった（p=0.104）。4)8
臓器における A法の感度は 8－52%であり、Vater 乳頭において 52%(13/25)と最も高く、他の
6 臓器と比較して、有意に高率であった。一方、D法の感度は 0-12%と低率であった。特異度
に関しては 4 診断方法で 8臓器全て 90%以上と高率であった。Vater 乳頭における 4診断方法
（A：B：C：D 法）での感度は、52%：40%：20%：16%、特異度は 90%：94%：90%：94%、正診率
は 73%：70%：59%：59%であり、Vater 乳頭の感度、正診率に関しては、強拡 1 視野当たりの
IgG4 陽性形質細胞数＞10 個を基準とした A 法が最も高率であった。5)Vater 乳頭での 4診断





た (p=0.030)。一方、血中 IgG4 値との関連は認めなかった(p=0.415)。 
【結論】強拡1視野当たりのIgG4陽性形質細胞数＞10個を診断基準としたVater乳頭からの生
検は、1型AIPの補助診断として有用であると考えられた。 





























目の質問があった。また第 2 副査の城教授からは IgG4 関連硬化性胆管炎臨床診断基準 2012 につ
いて、また胆道癌の化学療法の現況について、専門領域に関する質問があった。主査の大原から
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